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三重県の途切れのない支援システムの構築

平成２６年２月２８日

三重県

資料３
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三重県のプロフィール

三重県は、日本列島のほぼ中央、太平洋側に位置し、東
西約８０㎞、南北約１７０㎞の南北に細長い県土。
平成の大合併により、６９市町村→１４市１５町の２９市町へ。

・人 口： １８３万６２３人
・幼 稚 園： １万９，６５０人（２５４園）
・保 育 所： ３万８，８３９人（４２８園）
・小 学 校： １０万 ９０３人（４１５校）
・中 学 校： ５万３，９２０人（１８１校）
・高 等 学 校： ５万 ２２０人（ ７２校）
・特別支援学校： １，６３２人（ １８校）

＜Ｈ２５年５月１日現在＞



三重県の組織
健康福祉部 こども・家庭局 子どもの育ち推進課

子育て支援課

児童相談センター 中勢児童相談所
北勢児童相談所

南勢志摩児童相談所
紀州児童相談所
伊賀児童相談所

女性相談所

国児学園

草の実リハビリテーションセンター

あすなろ学園

○県立小児心療センターあすなろ学園

医療型障害児入所施設であり、児童精神科の病院である。（外来診療、入院治療、医療連携、市町支援）

新規外来患者 ３４９名

外来患者 １７，７０８名

延べ入院患者 ２４，９１２名

（８０床） （平成２５年３月３１日現在）

＊三重県の人口 １，８４４千人

１８歳未満 ３１２千人 出生数 １５千人
3

こども
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三重県の次世代育成支援（子ども・家庭局）

子どもや子育て家庭をささえあう地域社会づくり

行動計画の基本的な視点 施策推進の基本的な考え方

◎“子育ち”をささえる視点
◎ “とぎれのない支援”という視点 福祉的

ｱﾌﾟﾛｰﾁ
補完的
個別的
専門的

社会的
ｱﾌﾟﾛｰﾁ
一般的
啓発的
底上的

相互補完
ｽﾊﾟｲﾗﾙ効果

○三重県次世代育成支援行動計画（Ｈ２２～Ｈ２６）
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ライフステージに応じた困り感

＜乳幼児期＞

• 不機嫌・不眠、多動など育てにくい→親の育児不安
や不満→虐待

• 不登園、多動、こだわり、友達と遊べない、暴言・暴
力…→集団不適応

＜小・中学校＞

• いじめ、学業不振、暴言・暴力、不登校、家庭内暴
力、校内暴力など

＜高校生以降＞

• 怠学、退学、引きこもり、ニートや暴力
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発達障がい児にかかる課題

• 通常学級に在籍し、知的な遅れはないが学習面・行動
面に著しい困難を示す児→６．５％

• 保育所、学校等で気づくことが多い
• 明確な障がいがあると判断できないケースの増加
• 対応の遅れによって不登校（園）、引きこもり、暴言・暴力、
うつ・・・二次障害が発現

• 保護者が認めにくい
• 身近な、敷居の低い所でのサポートの仕組みがない
• 行政の縦割り構造によりケース管理がされず、途切れて
いく
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保護者がのぞむ

気になる子や発達障がい児支援

• 身近な
• 敷居の低いところで
• 子どもの特性に応じた
• 専門の総合支援が
• 途切れなく一生涯続く…。
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あすなろ学園
こどもの発達総合支援室

こどもの発達総合支援室

市町支援課 療育課

デイケア
療育

入院
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なぜ、県が市町支援を？

• 子どもの気になる行動に対し
• 医療機関を受診する前に子育て支援として
• 保育所、幼稚園、学校等（敷居の低い所）で適
切な早期支援を

• 途切れなく行うことによって
• 問題行動を予防、成長が期待できる

• あすなろ学園の治療・発達支援などの技術を
市町の保健・福祉・教育などに普及
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三重県の途切れない発達支援システムとは

Ⅰ発達総合支援室・機能の設置

保健・福祉・教育等部局の一元的組織。

Ⅱみえ発達障がい支援システムアドバイザー
研修

市町の核となる人材育成。１年間のあすなろ学園研修の
後、市町の発達総合支援室に配置。

Ⅲ「ＣＬＭと個別の指導計画」による保育所・幼稚園で
の早期支援
途切れのない支援の必須ツール。保健師・保育士・教員
及び担当部署職員の人材育成。
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Ⅰ 発達総合支援室・機能の設置

発達総合支援室とは

①子育ての総合相談支援機能（市町に生まれ育つ全ての児の駆け込み寺）

保健、福祉、教育などの縦割行政

→ワンストップ窓口、支援ファイルの共有化→横の連携

②発達障がいについての専門支援機能

発達障がい児等当事者、保護者、保育所・学校等の保育士、
教員等の相談・支援

現時点での問題解決、切れ目のない支援→縦の連携
※他機関の専門家に相談する前に

→まずは市町職員が問題解決できる専門組織

・ 発達障がい等について専門的な知識・技術が求められる

みえ発達障がい支援システムアドバイザー保健師、保育士、教師等



あすなろ学園

亀山市

いなべ市

鈴鹿市

津市

松阪市

玉城町
鳥羽市

志摩市

三重県の途切れのない支援
発達総合支援室・機能の構築

≪１８市町≫
（ ２０１３．４．１ ）

川越町

四日市市

名張市

多気町

菰野町

木曽岬町東員町

大台町 度会町

南伊勢町
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Ⅱ 発達障がい支援システムアドバイザー研修
「目利き・腕利き」養成（１）

「発達障がい児支援のための人材育成研修実施要領」
（三重県子ども・家庭局）

①目的
発達障がい児を早期に発見し成長過程に応じた適切な
途切れのない支援を行うため、子どもたちが生まれ育つ
市町でこれを担う人材育成を行う

②研修の性格
市町の施策として保健・福祉・教育などを連携させ途切
れなく発達障がい児支援が行えるような新しいセクション
や機能設定に具体的に取り組む市町が派遣する職員に
対して実施する
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Ⅱ 発達障がい支援システムアドバイザー研修
「目利き・腕利き」養成（２）

①対象者
・週５日以上あすなろ学園の計画に沿った研修が可能な市町職員
・４月～９月市町、１０月～３月あすなろ学園で研修が可能な市町職員
・県教育委員会が実施する発達障がい児担当指導者内地留学生

②期間
１年間

③研修場所
あすなろ学園等

④認定
修了者は三重県より「みえ発達障がい支援システムアドバイザー」とし
て認定される



15

Ⅱ 発達障がい支援システムアドバイザー研修

「目利き・腕利き」養成（３）

• 研修内容
１）【あすなろ学園内研修】
・疾患・発達別研修
・治療技法
・園内研究発表
・各治療技法やプロジェクトによる事例検討

２）【こどもの発達総合支援室内研修】
・自己・他者アセスメントによる自身の研修計画策定
・事例検討
・課題レポート
・個人研究
・各種心理検査実習
・入院治療実習
・外来療育実習
・デイケア実習
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Ⅱ 発達障がい支援システムアドバイザー研修
「目利き・腕利き」養成（４）

３）【市町支援課内 研修】

・「ＣＬＭと個別の指導計画」を活用した保育所・幼稚園への
巡回指導
・システム啓発活動指導

・治療、発達支援、教育におけるアセスメント、計画、実施、
評価の実習、特に幼児期、学童期の個別の指導計画の作
成と評価方法

４）【関係機関団体の研修】

・入院児が通学する小・中学校あすなろ分校での特別支援
教育の実習
・三重県自閉症協会の活動（キャンプ、保護者会）に参加
・各種施設の研修
・各種学会への参加

５）発達障がい支援システムアドバイザー県認定式及び研修会
６）市町行政への研修者報告会



あすなろ学園

亀山市
４

いなべ市
５

鈴鹿市
４

津市
３

松阪市
１

玉城町
１ 鳥羽市

２

志摩市
２

みえ発達障がい支援システム
アドバイザーの配置
２０市町 ４２名

（ ２０１３．４．１ ）

川越町
２

四日市市
１

名張市
４

多気町
３

菰野町
１

木曽岬町
１

東員町
２

大台町
１

明和町
１

南伊勢町
１

桑名市
２

朝日町
２
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Ⅲ 「ＣＬＭと個別の指導計画」による
保育所・幼稚園での早期支援
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・市町と協働した保育所・
幼稚園への巡回件数
４３２園 １０８２ケース
（平成１９～２４年度）
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あすなろ学園

亀山市

いなべ市

鈴鹿市

津市

玉城町
鳥羽市

志摩市

川越町

四日市市

名張市

多気町

菰野町

南伊勢町

朝日町

東員町

木曽岬町

ＣＬＭを活用した保育所・幼稚園での
個別の指導計画の実施

■ 市町内の１００％全園で実施
＜７市町＞

■ 市町内の５０％以上の園で実施
＜６市町＞

■ 市町内の２５％以上の園で実施
＜２市町＞

明和町

度会町

大台町

御浜町

桑名市

熊野市

尾鷲市

大紀町

伊勢市

【三重県内：２９市町】
紀宝町

松阪市

紀北町

伊賀市
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市町の発達総合支援室

保健師

（みえ発達障がい支援システムアドバイザー）

指導主事 保育士 （みえ発達障がい支援システムアドバイザー）

例（Ａ市）

保育士による集団あそび
（手あそび・紙芝居）の実
施

観察項目にチェックします

問診に繋げます

集団健診

問診

計測

３歳児健診

保育所・幼稚園

発達チェックリスト（CLM）の実施

個別の指導計画の作成
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市町の発達総合支援室

保育士 （みえ発達障がい支援システムアドバイザー）

保健師 指導主事

例（B市）

○気になる子も過ごしやすい園生活の提案

○発達チェックリスト（CLM）、個別の指導計画の作成

○加配保育士による療育（あすなろモデル）の実施

保育所・幼稚園

学校

保育所・幼稚園で
の具体的な支援を
引き継ぐ
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学校 保護者

・学校でのトラブ
ルが絶えない・・・
・家でもケンカば
かり・・・

学校訪問

教員（みえ発達障がい支援システムアドバイザー）

保育士 （みえ発達障がい支援システムアドバイザー）

保健師

市町の発達総合支援室

例（Ｃ市）

保健・福祉・教育
でチームとなり、
途切れなく支援し
ます

相談

家庭訪問

指導プログラム
の提案、助言

対応の仕方や助言

相談

指導の仕方

保護者との関係（対応）
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<めざす姿>
市町における「発達障がい児・者支援システム」の構築

児童・生徒 一人ひとりの 地域で生きる
適切な育成 教育的ニーズ に応じた教育
「幼児期の 生活支援」早期発見 「

「乳幼児健診」 個別指導計画」 「特別支 援教育」 「就労支援」

とぎれのない橋渡し

発達総合支援室市町の
保健 教育
保健師 教師福祉

保育士

のサポート（支援システム構築・人材育成）あすなろ学園


